
第
四
十
条
第
三
項
の
表
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
会
議
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
三
章

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部

（
設
置
）

第
二
十
条

内
閣
府
に
、
特
別
の
機
関
と
し
て
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部
（
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。）を
置
く
。

（
所
掌
事
務
等
）

第
二
十
一
条

本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

孤
独
・
孤
立
対
策
重
点
計
画
を
作
成
し
、
及
び
そ
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
孤
独
・
孤
立
対
策
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
。

２

本
部
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
地
方
公
共
団
体
、
協
議
会
又
は
関
係

機
関
等
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

（
組
織
）

第
二
十
二
条

本
部
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部
長
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
副
本
部
長
及
び
孤
独
・
孤
立
対
策

推
進
本
部
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

（
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部
長
）

第
二
十
三
条

本
部
の
長
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部
長
（
以
下
「
本
部
長
」
と
い
う
。）と
し
、
内
閣
総
理
大
臣

を
も
っ
て
充
て
る
。

２

本
部
長
は
、
本
部
の
事
務
を
総
括
し
、
所
部
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

（
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
副
本
部
長
）

第
二
十
四
条

本
部
に
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
副
本
部
長
（
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
副
本
部
長
」
と
い

う
。）を
置
き
、
内
閣
官
房
長
官
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
特
命
担
当
大
臣
で
あ
っ
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
命
を
受
け
て
同
法
第
四
条
第
一
項
第
三
十
四
号
に
掲
げ
る
事
項

に
関
す
る
事
務
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
も
の
を
も
っ
て
充
て
る
。

２

副
本
部
長
は
、
本
部
長
の
職
務
を
助
け
る
。

（
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部
員
）

第
二
十
五
条

本
部
に
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
本
部
員
（
次
項
に
お
い
て
「
本
部
員
」
と
い
う
。）を
置
く
。

２

本
部
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

一

総
務
大
臣

二

法
務
大
臣

三

文
部
科
学
大
臣

四

厚
生
労
働
大
臣

五

農
林
水
産
大
臣

六

国
土
交
通
大
臣

七

環
境
大
臣

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
長
及
び
副
本
部
長
以
外
の
国
務
大
臣
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が

指
定
す
る
者

（
資
料
提
出
の
要
求
等
）

第
二
十
六
条

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長

に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外

の
者
に
対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
七
条

第
二
十
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

政
令
で
定
め
る
。

第
四
章

罰
則

第
二
十
八
条

第
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
刑
法
施
行
日
」
と
い
う
。）の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
拘

禁
刑
」
と
あ
る
の
は
、「
懲
役
」
と
す
る
。
刑
法
施
行
日
以
後
に
お
け
る
刑
法
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
同
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
検
討
）

第
三
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

孤
独
・
孤
立
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
四

孤
独
・
孤
立
対
策
（
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る

も
の
を
い
う
。
第
三
項
第
二
十
七
号
の
五
に
お
い
て
同
じ
。）の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る

事
項

第
四
条
第
三
項
第
二
十
七
号
の
三
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
七
の
四

孤
独
・
孤
立
対
策
重
点
計
画
（
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い

う
。）の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
七
の
五

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
他
省
の
所
掌
に

属
し
な
い
も
の
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
五
年
六
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
四
十
六
号

国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
法

目
次第
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条
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章

役
員
及
び
理
事
会
並
び
に
職
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（
第
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第
十
九
条
）

第
三
章

服
務
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第
二
十
条

第
二
十
二
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第
四
章
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務

第
一
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務
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範
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第
二
十
三
条

第
二
十
六
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条
）
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